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二 大学を卒業した着で大学において図書館に  















（2）修得科目の改定   
図書館法施行規則は1950年に制定され、修得科目  
を定めている。これまでユ回改定され、次の3期を経  
ている。第l期（1959年9月～1968年3月）15単位、   
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1検討に至る経緯  
（1）司書資格と葺成方法   
司書資格の取得方法については、これまで、図書館  
法第5条で次のように定められていた。   
第5粂 左の各号の一に該当する者は、司書となる  
資格を有する。  
















































こととなり、200各年6月に改正された。   
図書館法第5粂第l号は次のように改正された（施  
行は2002年4月）。   
第5条 次の各号のいずれかに該当する者は、司書  
となる資格を有する。  
一 大学を卒業した着で大学において文部科学省  
令で定める図書館に関する科目を履修したもの  
これによって、大学において履修すべき「図書館に   
関する科目」を文部科学省令で定めることが明確にな   
り、「図書館に関する科目」案を作成する必要が高ま   
った。協力者会議では、2006年9月から2008年6月   
まで約2年近く、「図書館職員の研修の充実方策」と   
「図書館に関する科目」について検討してきた。  
2「図書館に関する科目」の検討状況   
（1）「大学において履修すべき図書館に関する科目の  
在り方について」の性格  
2008年7月、協力者会読（第3期）が発足し、第2   
期の審議内容を整理した「大学において履修すべき図   
書館に関する科目の在り方について（これからの図書   
館の在り方検討協力者会議のこれまでの意見の概要・   
試案）」が資料として提出された。これは今後検討す   
るための資料で、実現可能性について、今後検討が加  
えられる。   
（2）現行修得科目の問題点  
協力者会読（第2期）での検討では、現在の修得科  




の司書の養成をめざす傾向がある。   
②司書講習のための科目であるため、実務的・技術  
的な傾向が強く、理論的な側面が必ずしも十分論じ  
られない傾向がある。   
③図車健全体を捉える観点が弱く、個別科目の相互  
関係が不明確になる傾向がある。   
④図奮解職員の図書館の意義や必要性に関する学習  
が不十分で、事務職に対して、図書館の意義や必要  




確立が進まない傾向がある。   
⑥現在では、コンピュータに関する知識や技術なし  
には図書館は運営できないが、コンピュータ技術を  








ある。たとえば、「図奮及び図書館史」は選択であ   
＿2＿   
るが、他の科目には図書・図書館史に関する項目は   
含まれていない。選択科目を履修しない人は歴史に   
ついて学ぶことができない。  
⑨受講者に図書館の現状を十分理解させるには図書   
館実習が必要である。  
（3）「図書館に関する科目」における改善   
これらの問題点に対応するため、「図書館に関する  
科目」では、次のような改善を試みた。  
①「図書館に関する科目」の内容を、司書に必要と   
考えられる基礎的な知識・技術と位置付けた。その   
ほか、その基礎となる二種類の知識、「大学の教育   
課程における基礎的な知識」（例：憲法、外国語、   
情報技術）と「図書館業務に関する知識の基礎とな   
るさまざまな分野の知識」（例：法学、社会学、経   
営学、心理学）のほか、「主題専門分野の知識」（例  
：人文、社会、科学・技術等）と「図書館に関する   
より専門的な知識・技術」（一部の大学、大学院で   
閥務されている）を位置付け、「図書館に関する科   
目」を取り巻く関連する科目の体系を示した。  
②大学の授業にふさわしい内容とするため、まず体   
系的な基礎理論を確実に学び、理論を中心に基礎的   
な知識を習得できるように配慮し、できる範囲で、   
科目の中心となる理論的事項を科目の最初の部分に   
配置するようにした。  
③図書館業務・サービス全体を理解できるように、   
「区卜番館サービス演習」を設け、図書館経営、図書   
館サービス、図奮館資料に関する演習を行えるよう   
にし、また、できるだけ各業務・サービスの相互関   
係を論じるようにした。  
④図書館の意義や必要性を十分学ぶ必要があるが、   
それを扱う「図書館概論」の内容が過密であるため、   
「図書館概論」の一部を他科目に移し、図書館の意   
義や必要性を十分学べるようにした。  
⑤地方公共団体や国の行政、その基礎である図書館   
に関する法律制度に関する知識を学ぶために、「図   
書館制度・行政論」を設けた。  
⑥ コンピュータ技術を専門に扱う演習科目「図書館   
情報技術演習」を設けた。この科目では、まず解説   
を行った後で演習を行う。必ず演習が行われるよう   
に、演習科目とした。  
⑦演習の多様化を図り、「図書館サービス演習」を設   
けた。特定の科目の演習を長時間行うよりも、時間   
は短くても多様な演習を行う方が、教育効果が上が   
ると考えた。  
⑧司書となるために必要な知識については、できる   
限り、各科目の「内容」に項目を設けた。たとえば、   
図書・図書館史については、「図書館概論」「図毒館   
資料論」「図書館サービス論」に関連する項目を設   
け、図書・図書館史に関する必要最小限の知識を全   
員が得られるようにした。  
⑨必修科目として「図書館特論」を設け、各大学が   
必要と考えた科目を開幕できるようにし、その内容   
について具体的な例を挙げた。資料組織や情報サー   
ビスの演習時間に当てることもできる。  
⑬主題別資料論の学習は、司書課程よりも上の段階   
ととらえ、独立した科目とせずに、そのエッセンス   
を図書館資料静で取り上げることとし、「専門資料   
論」を廃止した。主題別資料論の学習については、   
大学の学部段階では、当面、専攻する学問分野につ   
いて学ぶことによって、その基礎となる主題知識を   
身に付けることを重視した。  
⑫実習は、図書館の現場の実情を知るためには効果   
的であるが、年間1万人以上の有資格者が養成され   
ているため、必修とすることは現実的ではないと判   
断し、大学の判断によって図書館特翰で取り上げる   
ことができるようにした。また、「図書館サービス   
演習」を設け、図蕃館見学を行いやすいようにした。  
（4）その他の特徴  























（5）今後の検討予定   
協力者会議（第3期）では、今後、必要に応じて、  
関係者等からヒアリングを行って意見を聴取し、それ  
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